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会
」の
井
口
三
月
会
長
が
、

御
師
の
集
落
や
宿
坊
の
庭

に
生
育
す
る
コ
ケ
を
案
内

す
る
。

　

今
回
は
、
御
岳
山
に
生

　

医
療
法
人
社
団
新
町

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
４
月
１

日
、
移
転
開
院
（
青
梅
市

新
町
３
丁
目
）
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
記
念
式
典
と

内
覧
会
が
３
月
６
日
に
行

わ
れ
、
地
域
住
民
や
行

政
、
同
院
関
係
事
業
者
ら

１
０
０
人
に
お
披
露
目
さ

れ
た
。

　

式
典
で
、
新
町
ク
リ
ニ

ッ
ク
創
業
者
で
あ
る
医
療

法
人
社
団
仁
成
会
高
木

病
院
の
高
木
直
理
事
長

は
「
当
初
は
労
働
者
の
健

康
と
快
適
な
作
業
環
境
を

守
る
産
業
医
的
な
役
割
で

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
時
代

の
進
展
と
と
も
に
予
防
医

学
、
精
神
衛
生
の
医
療
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
新
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

し
て
役
目
を
果
た
し
て
き

た
。
今
後
も
時
代
、
社
会

が
求
め
る
新
し
い
分
野
で

も
発
展
を
続
け
、
責
任
を

果
た
し
た
い
」
と
あ
い
さ

１
階
は
内
科
、
消
化
器
内
科
、
発
熱
な
ど
の
外
来
診
療

つ
。

　

来
賓
の
森
村
隆
行
都
議

は
「
小
作
駅
に
近
く
ア
ク

セ
ス
が
い
い
所
に
、
地
域

住
民
に
と
っ
て
安
心
の
新

病
院
が
開
院
し
た
。
人
生

１
０
０
年
時
代
、
予
防
医

療
の
側
面
か
ら
健
康
を
守

っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

新
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
働
き

に
期
待
し
た
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　

施
設
を
内
覧
し
た
後
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

ー
で
は
、
高
木
直
理
事
長

と
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
高
木

敏
理
事
長
、
西
多
摩
医
師

会
の
進
藤
幸
雄
会
長
が
鏡

開
き
で
祝
っ
た
＝
写
真
。

次
い
で
高
木
敏
理
事
長
、

神
應
知
道
院
長
が
あ
い
さ

つ
し
、「
ご
縁
の
あ
る
人
々

を
今
よ
り
も
さ
ら
に
健
康

に
。
世
の
た
め
、
人
の
た

め
、
自
分
の
た
め
」
と
い

う
新
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
経

営
理
念
を
患
者
、
地
域
住

民
に
対
し
、
具
現
化
し
て

い
く
と
意
気
込
み
を
語
っ

た
。

　

新
病
院
は
鉄
骨
造
地
上

4
階
建
て
。
延
べ
床
面
積

は
３
５
７
６
平
方
㍍
。
広

く
機
能
的
に
な
る
建
物
に

は
、
西
多
摩
地
域
で
は
初

と
な
る
男
女
別
健
診
フ
ロ

ア
を
設
け
、
最
新
の
Ｃ
Ｔ

息
す
る
コ
ケ
の
中
で
も
人

気
の
高
い
タ
マ
ゴ
ケ
や
富

士
峰
園
地
内
で
ス
ミ
レ
類

な
ど
春
の
山
野
草
も
観
賞

す
る
。
昼
食
は
、宿
坊「
御

岳
山
荘
」
で
地
元
の
素
材

を
使
っ
た
御
膳
を
提
供
す

る
。
昼
食
後
、自
由
解
散
。

　

現
在
、
参
加
者
を
募

集
し
て
い

る
。
参
加
費
は

７
８
０
０
円

で
、
募
集
人
数

は
各
日
18
人
程

度
。
当
日
は
8

時
50
分
に
滝
本

駅
に
集
合
。
昼

食
後
、
自
由
解

散
。
要
事
前
申

し
込
み
。

御
岳
登
山
鉄
道
が
「
コ
ケ
観
賞
ツ
ア
ー
」　

人
気
の
タ
マ
ゴ
ケ
や
ス
ミ
レ
類
も

に
な
る
。
２
階
・
３
階
も

入
り
口
か
ら
完
全
に
男
女

別
に
分
か
れ
、「
利
用
し

や
す
さ
を
実
現
し
た
」
と

い
う
。

　

１
９
７
９
（
昭
和
54
）

年
に
高
木
病
院
健
診
部
と

し
て
発
足
し
た
同
ク
リ
ニ

ッ
ク
は
、
１
９
９
３
（
平

成
5
）
年
に
新
施
設
を
建

て
業
務
を
拡
大
、
現
名
称

の
「
新
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
」
に
改

名
し
た
。
２
０
０
５
（
平

成
17
）
年
に
仁
成
会
か
ら

独
立
。
健
康
診
断
、
外
来

診
療
、
産
業
医
を
３
本
柱

に
青
梅
市
、
羽
村
市
、
瑞

穂
町
な
ど
の
地
域
医
療
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

新町クリニックが移転開院
西多摩地域初となる男女別健診フロア

竣工を祝いテープカットする高木敏理事長（中央）、医療法
人社団仁成会高木病院の高木直理事長（左から 3人目）ら

　

御
岳
登
山
鉄
道
（
青
梅

市
御
岳
山
）が
4
月
22
日
・

25
日
、
日
帰
り
イ
ベ
ン
ト

「
御
岳
山
コ
ケ
観
賞
ツ
ア

ー
」
を
催
行
す
る
。

　

御
岳
山
（
標
高
９
２
６

㍍
）
は
古
く
か
ら
信
仰
の

山
と
し
て
知
ら
れ
、
山
頂

の
武
蔵
御
嶽
神
社
に
は
登

山
者
や
講
な
ど
の
参
拝
者

が
大
勢
訪
れ
る
。
山
上
に

あ
る
神
職
の
御お

し師
集
落
に

は
宿
坊
が
21
軒
あ
る
。

　

ツ
ア
ー
で
は
往
路
で
参

加
者
専
用
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

を
運
転
。「
御
岳
山
苔ご
け

の

や
放
射
線
機

器
な
ど
を
導

入
し
た
。

　

１
階
で
内

科
、
消
化
器

内
科
、
神
経

内
科
、
発
熱

な
ど
の
外
来

診
療
を
行

い
、
２
階
・

３
階
が
健
康

診
断
フ
ロ
ア

人気が高まるコケ観賞ツアー

青
梅
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
に
ソ
プ
ラ
ノ
の

松
岡
多
恵
さ
ん
ら
　
日
本
の
春
を
歌
う

ぐ
ー
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

（
青
梅
市
上
町
）
で
開
催

さ
れ
る
。
当
日
は
、
ソ
プ

ラ
ノ
の
松
岡
多
恵
さ
ん
、

テ
ノ
ー
ル
の
紀

野
洋
孝
さ
ん
が

軽
や
か
で
あ
で

や
か
な
歌
声
を

届
け
る
。

　

主
催
で
コ
ン

サ
ー
ト
事
務
局

を
務
め
る
遠
藤

良
正
さ
ん
が
、

「
ク
ラ
シ
ッ
ク

　
「
第
37
回
青
梅
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
『
日

本
の
春
を
う
た
う
』」
が

4
月
13
日
、
Ｓ
＆
Ｄ
た
ま

ソプラノの松岡さん、テ
ノールの紀野さん

音
楽
の
力
で
生
ま
れ
故
郷

に
貢
献
し
よ
う
」
と
開
催

し
、
16
年
を
数
え
る
。

　

松
岡
さ
ん
は
東
京
芸

術
大
学
大
学
院
を
修
了
。

「
第
9
回
横
浜
国
際
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
」
第
2
位
、

「
令
和
5
年
度
奏
楽
堂
日

本
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
歌
唱

部
門
」
2
位
の
実
力
を
持

ち
、
二
期
会
会
員
。
紀
野

さ
ん
は
東
京
芸
術
大
学
大

学
院
を
修
了
。「
日
本
ト

ス
テ
ィ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
５
」2
位
及
び「
秋

篠
日
本
歌
曲
賞
」
受
賞
の

経
歴
を
持
つ
。

　

ピ
ア
ノ
伴
奏
を
務
め
る

松
下
倫
士
さ
ん
は
東
京
芸

術
大
学
大
学
院
を
修
了

し
、「
第
5
回
北
本
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」
最
優
秀

賞
、 「
２
０
２
３
年
よ
ん

で
ん
芸
術
文
化
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

曲
目
は
「
花
」「
荒
城

の
月
」（
以
上
、
滝
廉
太

郎
）、「
春
よ
、
来
い
」（
松

任
谷
由
美
）
な
ど
。
14
時

開
演
。
料
金
は
、
一
般
＝

２
５
０
０
円
、
学
生
＝

１
０
０
０
円
。
当
日
会
場

で
支
払
う
。
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団
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の

松
岡
多
恵
さ
ん
ら

　
日
本
の
春
を
歌
う

ぐ
ー
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

（
青
梅
市
上
町
）
で
開
催

さ
れ
る
。
当
日
は
、
ソ
プ

ラ
ノ
の
松
岡
多
恵
さ
ん
、

テ
ノ
ー
ル
の
紀

野
洋
孝
さ
ん
が

軽
や
か
で
あ
で

や
か
な
歌
声
を

届
け
る
。

　主
催
で
コ
ン

サ
ー
ト
事
務
局

を
務
め
る
遠
藤

良
正
さ
ん
が
、

「
ク
ラ
シ
ッ
ク

　「
第
37
回
青
梅
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
『
日

本
の
春
を
う
た
う
』」
が

4
月
13
日
、
Ｓ
＆
Ｄ
た
ま

ソプラノの松岡さん、テ
ノールの紀野さん

音
楽
の
力
で
生
ま
れ
故
郷

に
貢
献
し
よ
う
」
と
開
催

し
、
16
年
を
数
え
る
。

　松
岡
さ
ん
は
東
京
芸

術
大
学
大
学
院
を
修
了
。

「
第
9
回
横
浜
国
際
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
」
第
2
位
、

「
令
和
5
年
度
奏
楽
堂
日

本
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
歌
唱

部
門
」
2
位
の
実
力
を
持

ち
、
二
期
会
会
員
。
紀
野

さ
ん
は
東
京
芸
術
大
学
大

学
院
を
修
了
。「
日
本
ト

ス
テ
ィ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
５
」2
位
及
び「
秋

篠
日
本
歌
曲
賞
」
受
賞
の

経
歴
を
持
つ
。

　ピ
ア
ノ
伴
奏
を
務
め
る

松
下
倫
士
さ
ん
は
東
京
芸

術
大
学
大
学
院
を
修
了

し
、「
第
5
回
北
本
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」
最
優
秀

賞
、 「
２
０
２
３
年
よ
ん

で
ん
芸
術
文
化
奨
励
賞
」

を
受
賞
し
て
い
る
。

　曲
目
は
「
花
」「
荒
城

の
月
」（
以
上
、
滝
廉
太

郎
）、「
春
よ
、
来
い
」（
松

任
谷
由
美
）
な
ど
。
14
時

開
演
。
料
金
は
、
一
般
＝

２
５
０
０
円
、
学
生
＝

１
０
０
０
円
。
当
日
会
場

で
支
払
う
。


